
（様式２） 

遺 伝 子 組 換 え 実 験 計 画 書 （ 学 内 用 ） 

平成  年  月  日 

 

所   在   地 (〒390-8621) 長野県松本市旭３－１－１ 

名       称 信州大学 

実
験
実
施
機
関 代表者の職名・氏名 信州大学長 

課   題   名 
 

実験実施期間（最大５年）   年  月 から         年  月 まで 

所属部局の所在地 (〒     ) 

所属機関・部局・講座等・職名 信州大学 

フリガナ  

実
験
責
任
者 氏       名  

      内線         E-mail                 

連
絡
者

（
注
３
）

氏       名
 

      内線         E-mail 

所   在   地 (〒     ) 実

験

場

所 
名       称  

氏       名 所属部局・職名 
宿主及びその取扱いの
有無および経験年数 

（注 4） 

組換えＤＮＡ実験 
経験の有無および 

経験年数 

実

験

従

事

者 

    

申請の種類 
(注１) 

実験の区分 
拡散防止措置 
総合判定 

 
 

科研申請と 
 □連 動 
□非連動 

確認※

(注 2) 

□新規 

□継続 
( 年 月  号) 
□変更 
(  年 月  号) 

□微生物使用実験 

□大量培養実験 

□動物使用実験（□作成実験 □接種実験） 

  □すでに作成済みの動物を購入するか譲渡を受ける実験 

□植物使用実験（□作成実験 □接種実験 □きのこ作成実験）

□細胞融合実験 すべて大臣確認が必要です） 動物を 
□使用する 
□使用しない  



 

実 験 の 目 的 

 

実 験 の 概 要 
（遺伝子組換え実験操作が

わかる様に説明してくださ

い） 

 

 
供与体・ベクター・宿主の組み合わせ (組合せ毎に，番号，罫線等で関連づけて記入する) 

ＤＮＡ供与体 

宿主（・動植物個体も

含む） 

・動物培養細胞は宿主

にはなりません。 

・ベクターにウイルス

又はウイロイドを使う

場合は，宿主になりま

す．ウイルス名は略さ

ず，正式名を記入して

ください． 

生物の
種名又
は系統
名 

実験
分類
（ク
ラス） 

ＤＮＡの

種類(ゲ

ノムＤＮ

Ａ，ｃＤ

ＮＡ，合

成ＤＮＡ

の別) 

未同定ＤＮＡ
実験に係る単
離予定のＤＮ
Ａの名称 

同定済みＤＮ
Ａ実験に係る
供与ＤＮＡの
名称(文献，ア

クセッション

№なども記入)

ベクター名

名称 

実験
分類
（ク
ラス） 

拡 散 防

止 措 置

の区分

(P1,P2,

P3 な

ど) 

・組み合

せ ご と

に判定

備考

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        



 

ＤＮＡ供与体の特徴及び生
物学的リスクの有無など
(注 5) 

 
 □無  □有（                      ） 
 
 
 
特にタンパク性毒素産生能 □無 □有（毒素名：    LD50     ）

単離予定のＤＮＡ又は供与
ＤＮＡ並びにその産物の特
徴及び性質(注 6) 

 

ベクターの特徴、
伝達性、宿主依存
性 

□該当しない

宿主の特徴、遺伝
子交換範囲とその
機構（注 7） 

□該当しない
非認定
宿主ベ
クター
系を使
用する
場合 宿主－ベクター系の

特徴、生物学的封じ

込めの程度及び不活

化の方法(注 8) 

□該当しない

組換え動植物を作出する場
合、ＤＮＡ導入の段階及び
その方法 
（作成されたものを購入または

譲渡を受ける場合は記入の必要

なし） 

□該当しない
 □卵 □胚 □培養細胞 □成体 □自然交配  
 □その他（         ） 
 
 導入方法： 

組換え動(植)物の入手先 
（所属、氏名又は購入先） 

□該当しない

接種実験において遺伝子組換え

生物を接種される予定の動植物

又は細胞等の特性 (注 9) 

□該当しない

遺伝子組換え生物等の接種を受

けた動植物が新たに獲得すると

予想される形質 (注 10) 

□該当しない

動物実験施設外で動物を扱
う場合の措置 
(注 11) 

□該当しない
動物実験施設外で遺伝子組換え実験に関わる動物を生きたまま扱うか，ま
たは動物実験施設から生きたまま，動物を持ち出すか  
  □はい  □動物実験施設で処理してから持ち出す 
 
前者の場合，実験室に逃亡防止措置（ネズミ返しなどの設置）がとられて
いるか  □はい 
 

遺伝子組換え動物、同植物
の実験処理後の処置 

□該当しない

 



 

名称のみ（図面は不要） 事務確認欄※

 □ 

 

 

実験室名 

（ 実 験 室

名 は 認 可

を 受 け た

室 名 の と

お り 記 入

すること）   

拡
散
防
止
措
置
に
係
る
施
設
・
設
備 

Ｐ３実験施

設にて実験

する場合は

その名称 

（実験区域の

位置を図示し

てください） 

 □該当しない

 
計画書記入要領 
 
本様式の各項目に記入する。記入できない場合は別紙を添付し、該当項目に別紙番号を記入すること。 
 
注 1. 変更の場合は前回確認を受けた年月及び確認番号を記入すること。 
注 2.  ※印欄は申請者は記入しないこと。 
注 3.  確実に連絡が取れる実験従事者を記入すること。実験責任者と同一の場合は記入する必要はない。 
注 4. 宿主が微生物、動物、植物を同時に含む実験計画の場合は、その宿主毎について記入すること。 
注 5. ＤＮＡ供与体について、実験従事者に対するリスク（自然界における分布、病原性、寄生性、腐生性

など）について記入すること。また、蛋白性毒素を産生する場合はＬＤ50 及び毒素遺伝子の名称を
記入すること。 

注 6.  同定済みＤＮＡの場合は塩基配列の同定に関する論文又は遺伝子コード番号を引用（それらがない場
合は，それにかわる資料を添付） 

注 7. 微生物を宿主とする場合は、栄養要求性、薬剤耐性、至適生育条件等の特徴を、培養細胞をウイルス
の宿主として使用する場合は、宿主内における宿主の核酸や共存するウイルス由来の核酸との遺伝情
報の交換の可能性について記入すること。また、宿主に病原性、発がん性及び毒素産生性がある場合
は、その説明についても記入すること。 

注 8. 宿主の生存能力、伝播性、不活化の方法と予測される不活化の効率を記入すること。また、ウイルス
を使用する場合には、そのウイルスの伝播性に対する生物学的封じ込めの程度を記入すること。 

注 9.  接種実験において遺伝子組換え生物を接種される予定の動物／植物又は細胞等の、分類、生態、繁殖
様式、危険性などを記入すること。 

注 10. 感染性、病原性、寄生性、腐生性又は毒素産生性等の形質が変化すると予想される場合は、その旨明
記すること。  

注 11. ここでの動物実験施設とはヒト環境科学研究支援センター動物実験部門動物実験施設等の P1A, P2A 
の認定を受けた施設等をいう。 

(2009.3 改) 


